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年の河舟石数は淀川が 256,032 石，利根川が 222,667 石，木曽川が 213,271 石と大きな差はないものの，本研
究で算出した 1900（明治 33）年の船舶総数は淀川が 32,157 隻，利根川が 45,018 隻，木曽三川流域が 15,058
隻と，倍以上の差が生じていることが明らかになった。河舟石数と隻数の違いはあるものの，今後この違い





















































































3） 飯塚（2015a）1-28 頁，飯塚（2015b）1-19 頁。
4） 筑波大学では，2004 年より「歴史地域統計データ」をインターネット上で公開している。筑波大学「歴史地域統計デー
タ」ホームページ（2016 年 12 月 30 日取得）http://giswin.geo.tsukuba.ac.jp/teacher/murayama/datalist.htm
 データの整備（構築）や活用方法，分析事例については，以下の論文が詳しい。村山・渡邉（2007）1-18 頁，渡邉・
村山（2008）1-14 頁，渡邉ほか（2008）370-386 頁，村山・渡邉（2010）2-9 頁。
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をもとに作成し，各項目上位 5位まで網かけした。表 1（その 2）の最下段には，河舟石数の総計を算出して加えた。なお，
黒崎が用いた資料および注は以下の通りである。
資料）a：明治 19 年日本形船舶表，同汽船表（ともに海運省艦政局編）
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19）年では淀川が 1,477.8 と全国で唯一 1,000 以上の
高い数値を示し，他の水系と比べて最も高い輸送力
を有していることがわかる。なお，利根川は 984.5，









































































5） 淀川流域の流域面積は次のWebサイトを参照した。国土交通省淀川河川事務所ホームページ（2016年 12月 30日取得）
http://www.yodogawa.kkr.mlit.go.jp/know/data/summary/index.html
6 ） 木曽三川流域の流域面積は次のWeb サイトを参照した。国土交通省木曽川下流河川事務所ホームページ（2016 年 12
月 30 日取得）　http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/outline_kiso/index.html
7 ） 利根川流域の流域面積は次のWeb サイトを参照した。国土交通省関東地方整備局ホームページ（2016 年 12 月 30 日
取得）　http://www.ktr.mlit.go.jp/river/bousai/river_bousai00000009.html
33
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図 2　三流域の概観　―明治期―
本図の地名は『徴発物件一覧表』（明治 40 年版），水系は国土数値情報の河川デ―タをもとに作成した。
なお，1906（明治 39）年時点の現住人口 1万 5千人以上の市町村を▣，主要地を□で示した。
34
Ⅲ　明治23年から39年にかけての舟運の変化
図 3・図 4・図 5は『徴発物件一覧表』（明治 24・
34・40 年版）をもとに，三流域における船舶総数
を地図化したものである。まず，図 3 は 1890（明
治 23）年の船舶数を階級区分で表したもので，利


















次に図 4は 1900（明治 33）年の船舶数を階級区
分で示したもので，利根川流域が 45,018 隻（3,803
隻減），淀川流域が 32,157 隻（507 隻減），木曽三川
流域が 15,058 隻（701 隻減）であった。淀川流域と
木曽三川流域は微減といえるが，利根川流域では約
4,000 隻減少している。表 1 では，利根川水系は





















図 5は 1906（明治 39）年の船舶数を階級区分で
示したもので，利根川流域が 37,895 隻（1900（明
治 33）年より 7,123 隻減），淀川流域が 30,129 隻（同








































川流域では約 292 万人（1890（明治 23）年）から約









































地域政策学ジャーナル，第 6巻 第 2号
図 7　三流域における市町村別船舶総数の変化
―1890（明治 23）・1900（明治 33）・1906（明治 39）年―
本図は『徴発物件一覧表』（明治 24・34・40 年版）をもとに作成した。淀川流域では，1900（同 30）年に大阪府大阪市西区，
同市北区，同市南区の 3区，木曽三川流域では，同 30 年に岐阜県海津郡高須町，同郡西江村，同郡大江村，養老郡池辺村
の 4町村，同 39 年に愛知県海部郡立田村，同郡鍋田村の 2村で市町村合併が行われた。本図では，同 39 年の市町村に集









































































































































































8） 松田（2001）25-40 頁，岡島（2005a）75-94 頁，岡島（2005b）25-41 頁。
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に思える。表 1に記載された 1899（明治 32）年の
河舟石数は淀川が 256,032 石，利根川が 222,667 石，
木曽川が 213,271 石と大きな差はないものの，1900
（明治 33）年の船舶総数は淀川が 32,157 隻，利根川
が 45,018 隻，木曽三川流域が 15,058 隻と，倍以上
の差が生じている。また，淀川流域のように航路延
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